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紹介コメント 

 この本は、一般向けの地下水の解説書であるが、製作が(財)熊本開発研究センターとなっ

ているように、熊本の地下水を中心とした内容の 100ｐ余りの小冊子である。熊本地域は豊

かな地下水資源に恵まれているが、その仕組みについてと、地下水の恩恵を受けているが、

その水源となる涵養域の重要性を含め、その保全についても考慮していくことの大切さに

ついて解説している。特に地下水に対する意識といって面から熊本と福岡での生活用水に

対する違いについても示している。さらに住民一体となった東京都墨田区や愛知県豊田市

の事例も紹介している。地域の地下水に関する書籍ではあるが、地下水の大切さを説いた

良書であり是非読んで頂きたい。 
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